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第4号
○ 地域ぐるみで

青少年の育成を 2013年 11月

(平成 25年 )

富三地区計画から

地域ぐるみで

青少年の育成を

「社会を明るくする運動」

地区広報紙キャンペーン

私たちは、

地域の日常活動の中で

「青少年を見守る運動」を

実践します

地域の可能性を探るために、

富岡中学校長先生と話 し合いました

◎子どもを真つ直ぐに育てるには、大人との関わりがなければできないことです。

■生徒と地域の皆さんが共にできることを考えた場合、機材などの準備がなくてもでき

ることのひとつに「町の美イヒ運動」が思いあたります。lalぇ ば、春の花植え、秋の落葉

清掃などを共にすることにより、もヽれあいだけでなく、子どもたちに活躍の場が与えら

れます。

●また、もし地域の皆さんによる「見守り隊Jが結成され、登下校時の声かけなどが行

われるようになれば、将来まで子どもたちのllN」lに影響を与えることが考えられます。保

護者も加わって行えるようになれば、学校・家庭・地域のつながりも深まり、その時、

初めて三者の話し含いが青少年の育成に及6ヾ ことでしょう。

地域 と して考 えた こと

■正直なところ、地域はクレームばかり言つてくる存在として、煙たがられているので

はないかと1日配でした。力強く行事を手伝つてくれる生徒がいる一方で、公園や周辺地

域での生徒たちの気がかりな行為が目につくのも事実です。

●今回、校長先生との話し合いで、共に何かをする、大人たちが見守る、声を/oNけると

いった活動を繰り返すことにより、大人たちと生徒・児童の顔がつながり、その時初め

て、地域のメ、たちが注意する言葉が青少年の心にも届くのではないか、と考えることが

できました。



今、学校 。家庭 。地域が

力を合わせてできること

について考えます

「社会を明るくする運動」は、すべての国民が、それぞれの立場で力をあわせて、

犯罪や非行のない地域社会を築こうという、法務省が主0昌 する国民運動です。そ

の取り組みの中に、小 。中学生による作文コンテス トがあります。

昨年度の第62回「社会を明るくする運動」神奈川県作文コンテス ト 月ヽ学生の部

神奈川県保護司会会長賞受賞作品「伝えることで社会は変わる」から抜粋して、

紹介します。

上記の作文を読んで思うことは、学校・家庭・地域が

力を合わせることの大切さです。一般的には個人情報

保護を思うばかりに、この種の情報のポイントが「伝

わらない」ことが多いのではないでしょうか。地域は、

誰がを知りたいのでは無く、いつ 。どこで 。なにが起

こったかを矢□れば、直ちに全力で再発防止に努めたく

思いますが、そのためには、やはり日常からの活動に

より学校・家庭・地域の信頼関係を深めることが必要

です。いま地域に何が欠けているのでしょうか。
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「社会を明るくする運動」

作文コンテスト作品集から



富三地区計画から

地域ぐるみで

青少年の育成を

地域と青少年との関わる場面の
1  

少なさに気がつきませんか ?
| もっと大人たちが見守る 。声をかける

こと  ～継続することの大切さ～

地域の町内会組織には「少年部」「子供会」や、平L幼児・

児童を対象に事業を担当する係りがあり、小学生までの関

係づくりは何らかの形で行われています。ところが、地域

と中学生になると、組織ではなく、個のつながりがわずか

に残る程度となつてしまいます。富三地区のように住宅地

が多<を占め、高齢イヒ率が高い地1或では、登下校時の学校

周辺を除き `青少年の姿が見えに<い'という実態があり

ます。

これまでも、学校・家庭・地域連携事業として、地区懇談

会が行われていますが、学・家・地の情報提供の場でした。

多くの頼もしい生徒や素直な生徒がいる中で、一部の気が

かりな生徒の情報についてのみ学校に連絡をすることは、

それは本来の関係とは言えません。

私たち地域に欠けているも

のは何か、を話し含ってい

く中で、青少年と関わる場

面の少なさに気づかされま

した。少しずつで良いから、

地上或の大人と青少年がも、れ

あう機会を持つ。

富岡中学校  「倉」夢祭J

laJえ ば、 校長先生のお話しにあった「見守り隊」を結成し、
定点に立った大人が、ひとリー人の生徒たちに分け隔てなく

声をかけあい、顔が見えるようになれば、自然体で、青少年
に注意ができるようになるでしょう。

「町の美イヒ運動」などを学校として年間行事に組み入れてい

ただくには、年度当初に計画ができている必要があります。
課題はありますが、それを可能にするのはこれからの関係次
第です。子どもたちのために何ができるか、互いの立場で話
し合いを進めながら、学校と地域、家庭との距離が接近して、
結果として子どもたちが真っ直ぐに育つ・・そのような地域
にするために、ご協力をお願いいたします。
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本年度、これまで行つてきた「社会を明る<する運動 地区大会」という方法を
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やめ、「富三地区だより」の中で `青少年の育成と地域'について考えて

ミ,‐
.みました。 この広報紙はキャンペーン・特集号として全世帯に配布します。
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富三地区計画から

地域ぐるみで

青少年の育成を

力強く活動する地域の青少年たち

の姿を紹介します
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中学生ボランティアのチカラをかりて 。・

各町内会の年間行事の中には、夏まつりや餅つきの

ようにパワーが必要とされるものがありますが、高

齢イヒの地域では年々負担が大きくなつています。そ

のような中で、地上或イベントの力強い味方として、

学校を通じてお願いをする「中学生ボランティア」

の存在があります。この日の中学生は、積極的に手

伝いをして、そのてきぱきとした101きぶりに、大人

たちはいつも感心し、感謝をしています。

また、イベントで欠かせない小学生の「演技発表Jや、中・高校生の「部活動発表Jで見

せていただく、晴れやかな姿や充実した笑顔などは、地l或の大人たちに、若い人たちの可

能性を感じさせてくれる光景のひとつとなっています。

伝統行事を通 じてらヽれあう地域の大人と若者
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富岡ハ幡宮の例大祭にむけた「まつり囃子J

の継承は、地域の数少ない伝統神事のひとつ

です。 年間を通じて稽古を行うことで、地域

の大人と児童・生徒が関わりを持ちながら、

お囃子のみならず、礼儀などを伝承する機会

でもあります。

今年の9月 22日 にも、大谷橋から富岡駅ま

での道のりを往復し、お囃子の音を響かせて

いました。そして、大人たちがネ申輿をかつぐ

アツイ姿に憧れをいだいた青少年も少な<な
いことでしょう。

青少年と関わらずして、言葉だけでその育成を語つても、結果は生まれません。

お互いの顔が見えるようになるために、「見守り隊Jについて模策し、調査、立案

した上で、保護者も含めた、地域のご協力を仰ぎたいと考えます。

その折には地i或 の皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。
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